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プラスチック射出成形金型
～銅合金積層造形による高熱伝導性金型の開発～

開 発 技 術

銅合金粉末を原料とした積層造形によりプラ

スチック射出成形金型を開発した。作製した

銅合金製金型は、同形状の鋼製金型と比べて

成形サイクルの短縮が可能かつ、 成形品の変

形が少ないことが明らかとなった。

今 後 の 展 開

射出成型プロセスのハイサイクル化 （成形サイクルの短

縮）は、 生産性の向上のみならず、 投入エネルギー量の

削減および CO2 排出量の低減にもつながるため、 実プ

ロセスへの適用を進めていきたい。

仕　様

● 材　質　　銅合金

● 形　状　　成形品に応じた任意形状

特　徴

● 銅合金を材料とし、 積層造形により内部

にコンフォーマル冷却構造を有するプラス

チック射出成形金型

● 有毒な Be （ベリリウム） を含まない銅合

金製金型

● 同形状の鉄鋼製金型と銅合金製金型の比

較により銅合金製金型の優位性 （成形品

の寸法精度向上、 冷却時間短縮） を実証

成 果 概 要

プラスチック射出成形は型閉、樹脂充填、保圧、冷却、型開、取出のサイクルで行われ、生産性向上のためにはハ

イサイクル化が重要である。この中で冷却工程は金型の冷却性能に左右され、 冷却性能の高い金型を実現でき

れば射出成形全体のハイサイクル化が達成できる。金型の冷却性能の向上には、 効率的な冷却水管の配置のほ

かに、 熱を伝えやすい高熱伝導材料の採用が考えられる。本研究では一般的な鉄鋼製金型よりも熱伝導度の高

い銅合金製金型を積層造形により作製した。射出成形試験により鋼製金型と銅合金製金型を比較した結果、 銅

合金製金型では変形の少ない成形品が得られ、さらに冷却時間の短縮（ハイサイクル化）に成功した。
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